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< フーリエ変換の導出 >

周期Lの周期関数 f(t)のフーリエ級数は

f(t) ～

∞X
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Cke
ikωt (フーリエ級数)

であった。ここで
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f(t)e−ikωtdt (フーリエ係数)

である。

f(t)が周期関数でないときは，f(t)をフーリエ級数では表現できない。そのと

きは周期Lが無限大 (=∞)の関数と考え，L→∞の極限を考える。
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f(t)e−ixtdt , F (x) =
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f(t)e−ixtdt

とおくと ω =
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L
より
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FL(kω) =

ω

2π
FL(kω)

である。ここで ω = ∆xとおくと L→∞のとき∆x→ 0であり，FL(x)→ F (x)

であるから，前ページより
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と考えられる。従って
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F (x)eixtdx , F (x) =
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が得られる。


